
平成１９年度 学校自己評価及び外部評価結果

・人間としての在り方生き方の基本を身につける

・生き生きと目的をもって意欲的・自主的に学校生活に取り組む中・長期目標

・自己の夢の実現に向けて努力する

評価領域 重 点 目 標 具体的方策(教育活動 評価基準及び取組状況（自己評価） 外 部 評 価）

４ 合わせて年間２００回以上実施できた。基礎学力の定着 毎朝の漢字学習と放課後

３ 合わせて年間１８０回以上実施できた。に週１回、計算学習を実

Ｂ学 施する。 ２ 合わせて年間１６０回以上実施できた。

１ 実施回数が合わせて年間１６０回未満であった。習

４ 教員１人平均１ ５回以上実施できた。指 魅力ある授業の １人１回以上研究授業を .

３ 教員１人平均１ ２回以上実施できた。導 実践 実施する。 .

Ｂ２ 教員１人平均１ ０回以上実施できた。.

１ 実施回数が教員１人平均１０回未満であった。.

４ 応募作品が２５件以上あった。マナーとモラル あいさつに関する標語を

３ 応募作品が２０件以上あった。の育成 募集し、優秀作品を表彰

Ｂ生 する。 ２ 応募作品が１５件以上あった。

１ 応募作品が１５件未満であった。徒

、 。指 交通安全指導の 年３回交通安全指導を実 ４ 年間３回の指導を行い 事故件数がゼロであった

３ 年間３回の指導を行った。導 徹底 施し 事故ゼロをめざす、 。

Ｂ２ 年間２回の指導を行った。

１ 指導回数が年間１回以下であった。

４ ８割以上の生徒が有意義であったと回答した。キャリア教育の インターンシップ(１年

３ ７割以上の生徒が有意義であったと回答した。推進 生３日間 ２年生５日間)、

Ｂ進 を実施する。 ２ ６割以上の生徒が有意義であったと回答した。

。路 １ 有意義であったと回答した生徒が６割未満であった

４ 面接指導を生徒１人平均５回以上実施した。指 面接指導の充実 管理職を含め、全校体制

３ 面接指導を生徒１人平均４回実施した。導 で取り組む

Ｂ２ 面接指導を生徒１人平均３回実施した。

１ 面接指導が生徒１人平均３回未満であった。

。教育相談の充実 校内研修会を実施する。 ４ 教育相談の校内研修会を年間３回以上実施した

３ 教育相談の校内研修会を年間２回実施した。また、定期的に情報交換

Ｂ健 会を行う。 ２ 教育相談の校内研修会を年間１回実施した。

１ 教育相談の校内研修会を実施しなかった。康

４ 施設の点検を年間１２回以上実施した。安 施設の定期的な 毎月１回教室等の点検を

３ 施設の点検を年間１０回以上実施した。全 点検 実施し、改善箇所を把握

Ｂする。 ２ 施設の点検を年間８回以上実施した。

１ 施設の点検が年間８回未満であった。

４ 図書館利用率が３０％以上アップした。図書館の利用促 購入図書について、生徒

３ 図書館利用率が２０％以上アップした。進 の意見も反映させる。

Ｂ図 ２ 図書館利用率が１０％以上アップした。

１ 図書館利用のアップ率が１０％未満であった。書

４ 情報モラルの校内研修会を年間３回以上実施した。情 情報管理の徹底 校内資料、個人情報の収

３ 情報モラルの校内研修会を年間２回実施した。報 集、整理、管理を徹底す

Ｂる。 ２ 情報モラルの校内研修会を年間１回実施した。

１ 情報モラルの校内研修会を実施しなかった。



評価領域 重 点 目 標 具体的方策(教育活動 評価基準及び取組状況 備 考）

４ 一人一役が１００％達成できた。生徒会行事の工 生徒会執行部と各種委員

３ 一人一役が９５％以上達成できた。夫改善 会が連携し、全校生徒で

Ａ特 取り組む。 ２ 一人一役が９０％以上達成できた。

１ 一人一役の達成率が９０％未満であった。別

４ 美化活動を年間１２回以上実施した。活 校内美化意識の 毎月１回、全校生徒で美

３ 美化活動を年間１０回以上実施した。動 向上 化活動を実施する。

Ａ２ 美化活動を年間８回以上実施した。

１ 実施した美化活動が年間８回未満であった。

４ 広報を年間６回以上発行した。家庭や地域への ＨＰを毎週更新する。年

３ 広報を年間５回発行した。開 情報発信 ６回、学校広報を地域に

Ａか 学 配布する。 ２ 広報を年間４回発行した。

１ 広報の発行が年間４回未満であった。れ 校

４ 交流活動を年間３０回以上実施した。た づ 地域との交流活 地元の保育園・高齢者施

３ 交流活動を年間２７回以上実施した。く 動の推進 設との交流を年３０回行

Ａり う。 ２ 交流活動を年間２４回以上実施した。

１ 交流活動の回数が年間２４回未満であった。

。基本的生活習慣 体調管理・自己管理の意 ４ 全員無遅刻無欠席の日が１８０日以上であった

。の確立 識を高め、遅刻・欠席を ３ 全員無遅刻無欠席の日が１５０日以上であった

Ａ１ 極力抑える。 ２ 全員無遅刻無欠席の日が１２０日以上であった。

。年 １ 全員無遅刻無欠席の日が１２０日未満であった

４ 課題の提出率が１００％であった。部 家庭学習習慣の 個別指導を中心に、家庭

３ 課題の提出率が９０％以上であった。育成 学習習慣の定着をめざ

Ｂす。 ２ 課題の提出率が８０％以上であった。

１ 課題の提出率が８０％未満であった。

４ クラス討論会を年間１０回以上実施した。基本的生活習慣 報告や連絡等の習慣化を

３ クラス討論会を年間８回以上実施した。の徹底 図り、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を

Ｂ２ 育成する。 ２ クラス討論会を年間６回以上実施した。

。年 １ 実施したクラス討論会が年間６回未満であった

４ 全員が漢字検定３級レベルに到達した。部 基礎学力の定着 日頃から漢字を書くよう

。に指導し、語彙力を高め ３ ８割以上の生徒が漢字検定３級レベルに到達した

Ｂる。 ２ ６割以上の生徒が漢字検定３級レベルに到達した。

。１ た漢検３級レベルに到達した生徒が６割未満であっ

４ 面談を１人平均６回以上実施した。個に応じた進路 学期に２回個人面談を実

３ 面談を１人平均５回実施した。指導 施し、個々の適性を的確

Ｂ３ に把握する。 ２ 面談を１人平均４回実施した。

１ 面談回数が１人平均４回未満であった。年

４ 服装等の再指導の生徒がゼロであった。部 マナーの向上 マナーの向上を図り、進

３ 服装等の再指導の生徒が２名以下であった。路実現につなげる。

Ｂ２ 服装等の再指導の生徒が４名以下であった。

１ 服装等の再指導の生徒が５名以上であった。

・ 自己評価」は学校教職員が１年間の取組状況を自己分析した結果である。「

・ 外部評価」か学校関係者評価委員会が学校の取組状況を分析した結果である。「

・外部評価の基準は次のとおりである

Ａ・・・優れている Ｂ・・・よい Ｃ・・・概ね良い Ｄ・・・要改善


